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	所要時間
	30分
	交通ルールを守ろう
	社会性
	支援のねらい
	・楽しみながら交通ルールを覚えること　 　が出来る

	用意する物
	・画用紙(信号機・踏切の警報機)　 ・ビニールテープ(横断歩道用など) ・交通ルールの動画　
	① 信号機と警報機を画用紙で作成します。また横断歩道などの線をビニールテープで作ります。
	② 動画をみながら事前に交通ルールの説明を行ないます。
	③ フロア内に設定したコースで交通ルールを意識しながら実際に歩いてもらいます。
	・遮断機の棒を用いる場合は、児童 　に当たらないよう職員が操作する ・棒で遊びたくなる可能性を考えて、 　終わったらすぐに片づける
	・信号機が「赤」の時は青を隠し「青」 　の時は赤を隠すことで、「止まる」と 　「歩く」が視覚的に判断しやすいように 　するとよい。





